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政
府
の
提
言
と
合
致
し
た

本
校
の
教
育
内
容

　

本
校
は
、
25
年
前
、
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
翌
年

の
１
９
９
２
年
か
ら「
教
育
改

革
」を
ス
タ
ー
ト
。
以
来
、「
国

家
・
社
会
に
有
為
な
人
材
を

育
成
す
る
」と
い
う
建
学
の
精

神
の
下
、
い
ま
の
時
代
に
適
っ

た“
リ
ベ
ラ
ル
で
フ
ェ
ア
な
精

神
”を
持
っ
た「
新
し
い
紳
士
」

の
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

本
校
の
考
え
る「
国
家
・
社
会

に
有
為
な
人
材
」と
は
、「
新
し

い
時
代
が
要
請
す
る
人
間
力
と

学
力
の
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

人
間
」で
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
大
学
入

試
改
革
で
見
極
め
よ
う
と
し
て

い
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
若

者
像
に
合
致
し
て
い
ま
す
。

●
体
験
学
習
の
実
践

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い

て
、
互
い
の
違
い
を
理
解
・
尊

重
す
る「
共
生
能
力
」、
異
質
な

者
同
士
が
よ
い
と
こ
ろ
を
引
き

出
し
あ
い
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る「
協
働
の
力
」は
必
須
で

す
。
そ
の
た
め
、
２
つ
の
体
験

学
習
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
は
、
中
１
・
中
２
次
に

行
う
Ｐ
Ａ（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
）。
様
々
な
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
人
間

関
係
を
構
築
し
て
い
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
を
解
決
し
、
良
か
っ
た
点
を

認
め
合
い
、
改
善
点
を
話
し
合

う
過
程
で
、
互
い
の
存
在
を
認

め
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
意
思
に

基
づ
い
て
挑
戦
す
る
負
荷
の
高

い
課
題
で
は
、
必
ず
仲
間
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
を
得
ま
す
。
人
間

が
勇
気
を
も
っ
て
何
か
に
挑
戦

す
る
と
き
は
、
信
頼
で
き
る
仲

間
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
学
ぶ
の
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
中
１
〜
中
３
次

の
Ｄ
Ｅ（
ド
ラ
マ
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）で
す
。
こ
れ
は
演
劇

的
手
法
を
取
り
入
れ
た
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
生
徒
た
ち
は
、
た

と
え
ば
、
班
ご
と
に
一
人
の
大

人
か
ら
聞
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

基
づ
き
、
班
全
員
で
シ
ナ
リ
オ

を
書
き
、
ド
ラ
マ
と
し
て
演
じ

ま
す
。一
連
の
作
業
を
通
じ
て
、

他
者
と
の
異
質
性
に
気
付
き
、

イ
メ
ー
ジ
の
す
り
合
わ
せ
・
共

有
の
術
を
学
び
ま
す
。

●
課
題
設
定
・
解
決
能
力
育
成

　

複
雑
化
し
た
現
代
社
会
で

は
、
難
解
な
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

調
査
、
熟
考
し
、
何
ら
か
の
価

値
判
断
を
加
え
て
選
び
取
っ
た

解
決
策
を
人
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
と
い
っ
た
統
合
的
な
問

題
解
決
能
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
中
１
か
ら
中
３

ま
で
、『
社
会
科
総
合
学
習
』を

週
２
時
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
を
自
ら
設

定
し
、
企
業
等
へ
取
材
し
、
文

献
を
調
べ
、
考
え
を
ま
と
め
、

発
表
し
、
レ
ポ
ー
ト
に
書
く
こ

と
を
毎
学
期
行
い
ま
す
。
中
３

で
は
、
各
自
が
原
稿
用
紙
30
枚

以
上
の
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
各

所
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

●
興
味
関
心
を
独
自
に
刺
激

　

変
化
が
激
し
い
時
代
に
お
い

て
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に

は
、
一
生
学
び
続
け
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
科
学
技

術
や
Ｉ
Ｔ
の
発
達
に
よ
っ
て
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
自
身
で
調
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
授
業
の
枠

を
超
え
た
突
き
抜
け
た
興
味
関

心
を
持
つ
生
徒
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
べ
く
、

２
０
１
７
年
度
か
ら「
Ｋ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
た
選
択

制
の
特
別
講
座
を
開
講
。
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
や
模
擬
裁
判
、
国

語
・
社
会
・
理
科
が
融
合
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
な
ど
、
文
理

の
枠
を
超
え
た
多
彩
な
学
び
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
へ

の
対
面
取
材
な
ど
外
界
と
の
つ

な
が
り
も
重
視
し
て
お
り
、
こ

の
学
び
を
通
じ
て
生
徒
は
大
き

く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
同
時

に
、
高
校
時
代
の
学
び
の
履
歴

が
重
視
さ
れ
る
新
し
い
大
学
入

試
で
も
大
き
な
効
力
を
発
揮
し

ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
推
進

高
レ
ベ
ル
な
教
育
を
実
施

　

文
部
科
学
省
で
は
、
２
０
１

２
年
度
か
ら
大
学
教
育
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
、
世
界

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
事
業
を
本
格
的
に
開
始
し
て

い
ま
す
。
本
校
で
も
、
時
を
同

じ
く
し
て
２
０
１
２
年
度
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
部
」を
発

足
。
以
来
、
そ
の
内
容
を
拡
充

さ
せ
て
い
ま
す
。

●
英
会
話
の
取
り
出
し
授
業

　

放
課
後
の
特
別
英
会
語
の
講

習
も
継
続
し
つ
つ
、
現
在
は
、

正
規
の
中
１
・
中
２
の『
英
会

話
』の
授
業
で
、
英
語
力
の
あ

る
生
徒
を
対
象
に
し
た「
取
り

出
し
授
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
育
内
容
の
違
い

に
よ
っ
て
遅
れ
が
ち
な「
国
語
」

や「
社
会
」な
ど
は
、
き
ち
ん
と

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

●
高
レ
ベ
ル
な
海
外
研
修

　

中
３
次
に
ア
メ
リ
カ
、
高

１
・
高
２
次
に
イ
ギ
リ
ス
で
の

研
修
、
高
１
・
高
２
次
に
カ
ナ

ダ
で
の
短
期
留
学
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
高
校
で
の
長
期
海
外

留
学
で
は
、
復
学
の
際
、
留
学

時
の
単
位
を
認
め
る
内
規
も
整

え
て
い
ま
す
。

●
海
外
大
学
へ
の
進
路
支
援

　

毎
年
海
外
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
す
る
ほ
か
、
Ⓡ

Ｓ
Ａ
Ｔ
や

Ⓡ

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
対
策
や
書
類
作

成
、
個
別
相
談
な
ど
、
日
本
語

の
話
せ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
な

ど
が
全
面
的
に
支
援
し
ま
す
。

海
かい

城
じょう

中学高等学校

帰国生入試　生徒募集要項 2018年度 大学合格実績 （　）は現役
国公立大学
東京大学 48（41）
京都大学 11（８）
東京工業大学 10（６）
一橋大学 16（12）
国公立大学医学部 40（24）

早稲田大学 156（107）
慶應義塾大学 128（96）

私立大学

募集人員

応募資格

①2019年3月小学校卒業見込みの方。 ②同居の保護者、また
は保護者の認める成人のもとから通学できる方。  ③2013年4
月1日から2019年3月31日までの間に2年以上海外に在住し、
かつ、2016年7月1日以降に帰国した方。 ◇帰国生入試の受
験者は、一般入試①・一般入試②も受験可能です。

出願期間
2018年12月初旬～予定。
インターネットによる出願。
※決まり次第、本校ＨＰに掲載

出願手続

試験日

科　目
【A方式】算数・国語・面接　【B方式】算数・国語・英語・面接
※A・B方式のいずれかを選択。算数・国語はA・B両方式共通問題。　※面接はいずれも10分程度、受験生のみ。
※面接時に「生活していた国や地域と日本との違い」について2分程度の日本語スピーチあり。

※国公立医学部には防衛医科大５（２）を含む
※上記は、2018年３月２４日現在判明分から
の抜粋

男子30名

2019年1月7日（月）

インターネット出願手続き完了後、
海外生活証明書・面接カードを提出

いまの時代の“新しい紳士”を育成

男子校 中2・9月まで転編ＯＫ

幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

中
等
教
育
学
校

イ
ン
タ
ー

大
　
学

男子校で共に過ごした学友は卒
業して他の大学に進んでも終生
付き合える友だちになります。日
本国内でも今や数少ない“男子
校”へ是非！ 校長特別補佐

中田先生

先生からの一言!
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